
 

新規制基準を踏まえた基準地震動Ｓｓの変更について 

 
１．概 要 

新規制基準では、最新の知見などを踏まえ特定震源による地震（プレート間地震、内陸地殻内地震、

スラブ内地震）および震源を特定せずに策定する地震に基づく基準地震動Ｓｓを策定することが求めら

れており、最新の敷地周辺における活断層の調査結果や、最近の地震発生状況等を反映した。 
その結果、2006 年耐震安全性評価（バックチェック）時の基準地震動Ｓｓである、450Ｇａｌ以内の評

価結果となったが、さらに裕度を考慮し、評価上の基準地震動Ｓｓには 600Ｇａｌを用いることとした。 
 

表１ 基準地震動 Ss の設定に関する前回のバックチェック時からの変更点 

地震発生様式等 
前回の 

バックチェック時 
今回申請 備考 

特
定
震
源
に
よ
る
地
震
動 

プレート間地震 
・想定三陸沖北部の

地震（Ｍ８．３） 

・想定三陸沖北部の

地震（Ｍ８．３） 
・敷地前面に仮想的

に設定したＭ９クラ

スの地震（図１） 

・２０１１年東北地方太平洋沖地震

の知見を踏まえ、仮想的にＭ９クラ

スの地震を敷地前面に想定した場

合の評価を実施。 

海洋プレート内 
地震（スラブ内地

震） 

・２００３年宮城沖地震

（Ｍ７．１）に基づく地

震 

・２０１１年宮城県沖

の地震（Ｍ７．２）に

基づく地震（図２） 

・２０１１年４月７日に宮城県沖で発

生した海洋プレート内地震（スラブ

内地震）と同様の地震を敷地前面

に想定した場合の評価を実施。 

内陸地殻内地震 
・出戸西方断層による

地震（Ｍ６．８） 
・変更無し 

・活断層評価において、断層長さ

の変更を考慮しても、従来の地震

動評価上の断層長さ以下のた

め、評価方法に変更無し。 

震源を特定せず策定す

る地震動 

・加藤ほか（２００４）に

基づく応答スペクト

ル 
・変更無し 

・新規制基準における「震源近傍

の地震観測記録を収集し、敷地

における地震動を設定する」との

考え方に基づき評価を実施。 

 

 

 

２．今回の申請において変更した地震の概要図と今回申請の基準地震動Ｓｓ 
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②海洋プレート内地震 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                         以 上 

 

図１ 敷地前面に仮想的に設定したＭ９クラスの地震 
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図２ ２０１１年宮城県沖の地震（Ｍ７．２）に基づく地震 
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（水平方向） 
図３ 各地震の地震動評価結果と今回申請の基準
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